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１．はじめに

１．１ 業務目的

　わが国の水道普及率は97.5％に達し、未だ水道の恩恵に浴していない人達が残されているもの

の、概ね拡張は終わり、維持管理の時代に入っていると言われている。高度成長期に建設された

水道施設・管路の多くは更新時期にさしかかっている。

　加西市においては、水道普及率は98％を超えて高い水準に達しているが、昭和40年代から50年

代にかけて整備された施設や管路は更新時期を迎えつつあり、加えて東南海・南海地震等の大規

模地震等に対する備えも必要になるなど、現状資産の適切な維持管理が望まれている。

　本業務は、加西市の水道施設を中長期的な視点に立ち、技術的基盤に基づく計画的･効率的な水

道施設の改築･更新や維持管理･運営、更新積立金等の資金確保方策を進めることにより、それら

の施設を健全な状態で次世代に引き継ぐためのアセットマネジメントを作成するものである。

　本業務を実施することにより、次の効果が期待できる。

① 将来の更新投資の平準化

② 事業収入と設備投資の均衡

③ 予防保全によるトータルコストの削減

④ 水道利用者に対するアカウンタビリティによる事業推進の円滑化を図る
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１．２ アセットマネジメントの概要

　「水道事業におけるアセットマネジメント（資産管理）に関する手引き～中長期的な視点に立

った水道施設の更新と資金確保～（平成21年7月 厚生労働省健康局水道課）」において示される

アセットマネジメントの概要について以下に示す。

１）必要性

◆我が国の水道事業は、これまで経験したことのない大規模更新・再構築の時期を迎えようとし

ているが、人口減少に伴い給水収益の大幅な増加が見込まれない中、更新投資額が減少傾向にあ

る一方で、将来の資金確保の取組が十分ではなく、施設の急速な老朽化や財政状況の悪化が懸念

されている。

◆水道事業を持続可能なものとするためには、中長期的な視点に立って、技術的な知見に基づい

た施設整備・更新需要の見通しについて検討し、着実な更新投資を行う必要がある。

◆受益者負担を原則とする水道事業においては、施設の更新には相応の負担が必要であることに

ついて水道利用者や議会等の理解を得るための情報提供を適切に行っていく必要がある。

２）定義等

◆水道におけるアセットマネジメント（資産管理）とは、「水道ビジョンに掲げた持続可能な水

道事業を実現するために、中長期的な視点に立ち、水道施設のライフサイクル全体にわたって効

率的かつ効果的に水道施設を管理運営する体系化された実践活動」を指す。

◆水道におけるアセットマネジメント（資産管理）の実践においては、水道事業の特性（代替性

が小さい、受益者負担が原則など）を踏まえつつ、技術的な知見に基づき現有資産の状態・健全

度を適切に診断・評価し、中長期の更新需要見通しを検討するとともに、財政収支見通しを踏ま

えた更新財源の確保方策を講じる等により、事業の実行可能性を担保する必要がある。

３）効　果

◆アセットマネジメント（資産管理）の実践によって、次に示す効果が期待される（図Ⅰ-1-7）。

① 基礎データの整備や技術的な知見に基づく点検・診断等により、現有施設の健全性等を適切に

評価し、将来における水道施設全体の更新需要を掴むとともに、重要度・優先度を踏まえた更新

投資の平準化が可能となる。

② 中長期的な視点を持って、更新需要や財政収支の見通しを立てることにより、財源の裏付けを

有する計画的な更新投資を行うことができる。

③ 計画的な更新投資により、老朽化に伴う突発的な断水事故や地震発生時の被害が軽減されると

ともに、水道施設全体のライフサイクルコストの減少につながる。

④ 水道施設の健全性や更新事業の必要性・重要性について、水道利用者や議会等に対する説明責

任を果たすことができ、信頼性の高い水道事業運営が達成できる。
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